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中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
の
実
態
と
問
題 

―
―

「
桐
壺
」
を
中
心
に ―

―
 

張 
 

 

培 

華 

  

要 

旨 

 

日
本
で
古
典
中
の
古
典
と
言
わ
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
は
、
世
界
文
学
の
名
著
と
し
て
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
な
ど

の
多
く
の
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
同
じ
言
語
の
中
で
も
様
々
な
訳
者
の
新
た
な
翻
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
翻
訳
の

種
類
が
最
も
多
い
の
は
中
国
語
で
あ
る
。
現
時
点
で
見
ら
れ
る
四
種
類
の
英
語
訳
よ
り
、
倍
以
上
と
な
る
十
数
種
類
の
中
国
語
訳
が
見
え
る
。
周

知
の
如
く
、
中
国
経
済
発
展
の
お
か
げ
で
、
中
国
の
書
籍
の
装
丁
も
以
前
よ
り
良
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
翻
訳
の
中
身
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。

続
々
と
出
版
さ
れ
た
新
た
な
翻
訳
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
、
十
種
類
の
中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』（
二
〇
一
八

年
時
点
）
を
選
ん
で
、
桐
壺
巻
を
中
心
に
、
中
国
語
訳
に
お
け
る
訳
者
の
踏
襲
す
る
実
態
と
問
題
を
解
明
し
て
み
た
い
。 
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一 

は
じ
め
に 

 

遡
っ
て
み
る
と
、
平
安
時
代
に
出
来
た
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
中
国
の
正
史
の
中
で
は
、
す
く
な
く
と
も
明
朝
ま
で
は

見
え
な
い
。
最
初
に
中
国
へ
『
源
氏
物
語
』
を
伝
え
た
の
は
、
謝
六
逸
（
一
八
九
八
～
一
九
四
五
）
の
『
日
本
文
学
史
』（
上
海
開
明
書
店 

一
九
二
七
）
で
あ
っ
た
。
初
め
て
『
源
氏
物
語
』
を
中
国
語
で
活
字
に
し
た
の
は
、
銭
稲
孫
（
一
八
八
七
～
一
九
六
六
）
で
あ
る
。
一
九

五
七
年
、
彼
が
「
桐
壷
」
巻
を
翻
訳
し
て
、
文
学
誌
『
訳
文
』
に
載
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
豊
子
愷
（
一
八
九
八
～
一
九
七
五
）
が
、

一
九
六
一
年
、
『
源
氏
物
語
』
の
全
訳
を
始
発
、
四
年
間
を
か
け
て
完
成
し
た
が
、
翌
年
（
一
九
六
六
）
「
文
化
大
革
命
」
が
発
生
し
、
出

版
さ
れ
ず
、
出
版
は
、
文
化
大
革
命
十
年
の
後
の
八
十
年
代
初
期
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
二
年
、
一
九
八
三
年
と
、
三
回
行
わ
れ
た
。

一
方
、
台
湾
の
林
文
月
（
一
九
三
三
～
）
は
、
一
九
七
三
年
、
中
国
語
訳
「
桐
壷
」
巻
を
公
表
し
た
が
、
五
四
巻
を
完
訳
し
た
年
は
、
一

九
七
八
年
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
中
国
大
陸
で
は
、
多
く
の
新
し
い
全
訳
『
源
氏
物
語
』
が
誕
生
し
た
。
二
〇
一
八
年
ま
で
に
、
十
数
種

類
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
訳
の
う
ち
、
十
種
類
を
選
ん
で
、
訳
者
の
翻
訳
の
実
態
と
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
十
種
類
の
翻

訳
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
作
者
名
の
漢
字
の
表
記
は
、
日
本
語
に
統
一
し
た
。
敬
称
略
。
豊
子
愷
、
林
文
月
、
殷
志
俊
、
梁
春
、
姚

継
中
、
鄭
民
欽
、
葉
渭
渠
・
唐
月
梅
（
合
訳
）
、
喬
紅
偉
、
潘
蕊
、
王
珊
珊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
十
種
類
の
訳
者
の
翻
訳
は
、
論
述
の
便
宜

の
た
め
、
次
の
よ
う
に
呼
称
す
る
。［
一
豊
訳
］
、［
二
林
訳
］
、［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
五
姚
訳
］
、［
六
鄭
訳
］
、［
七
葉
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、

［
九
潘
訳
］
、［
十
王
訳
］
と
称
す
る
。

 

（
1
）

ま
た
訳
文
の
漢
字
の
表
記
に
つ
い
て
、
中
国
大
陸
の
訳
は
簡
体
字
、
台
湾
の
訳
は
繁
体
字
で
示
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
訳
が
依
っ
た
『
源
氏
物
語
』
「
桐
壺
」
巻
本
文
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
翻
訳
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、

参
考
の
た
め
、
こ
こ
で
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
で
示
す
。 
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二 

「
野
分
」 

 
ま
ず
は
、
古
語
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
で
は
、「
野
分
」（
の
わ
き
、
の
わ
け
）
は
、
一
「
（
野

の
草
を
分
け
て
吹
き
通
る
風
の
意
）
二
百
十
日
、
二
百
二
十
日
前
後
に
吹
く
暴
風
。
ま
た
、
ひ
ろ
く
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
吹
く
強
い
風
を

い
う
こ
と
も
あ
る
。
の
わ
き
の
か
ぜ
。
の
わ
け
の
か
ぜ
。
の
わ
け
。
台
風
。
《
季
・
秋
》
」
二
「
「
源
氏
物
語
」
第
二
八
帖
の
名
。
」
後
略
。

「
野
分
」
の
表
現
は
、
桐
壺
巻
に
二
回
あ
る
。
の
ち
ほ
ど
詳
し
く
見
て
ゆ
く
が
、
と
り
あ
え
ず
「
第
二
八
帖
の
名
」
の
「
野
分
」
に
つ
い

て
、
十
種
類
の
中
国
語
訳
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
さ
っ
そ
く
確
認
し
て
み
た
い
。 

 
 

［
一
豊
訳
］
朔
风 

［
二
林
訳
］
野
分 

［
三
殷
訳
］
朔
风 

［
四
梁
訳
］
朔
风 

［
五
姚
訳
］
朔
风 

［
六
鄭
訳
］
狂
风 

［
七
葉
訳
］
台
风 

［
八
喬
訳
］
朔
风 

［
九
潘
訳
］
朔
风 

［
十
王
訳
］
朔
风 



中国語訳『源氏物語』の実態と問題（張） 

 － 333 －

以
上
の
訳
文
で
は
、
台
湾
版
の
林
文
月
は
原
文
の
ま
ま
「
野
分
」
で
、
豊
子
愷
と
同
じ
よ
う
に
「
朔
風
」
と
訳
し
た
も
の
は
他
に
六
人

い
る
。
そ
れ
は
三
殷
訳
、
四
梁
訳
、
五
姚
訳
、
八
喬
訳
、
九
潘
訳
、
十
王
訳
で
あ
る
。
六
鄭
訳
は
皆
と
違
っ
て
、
「
狂
风
」
と
し
て
い
る
。

七
葉
訳
は
台
风
で
あ
る
。
中
国
語
に
お
け
る
「
朔
风
」
、「
野
分
」
及
び
「
狂
风
」
の
意
味
の
違
い
を
『
中
国
語
辞
典
』（
伊
地
智
善
継
編 

白

水
社
）
か
ら
引
い
て
お
く
。 

【
朔
风
】s

h
u
ò
f
ē
n
g
 
 

名 

朔
風
， 

北
の
風
． 

～
怒
号h

á
o

＝
朔
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
．
～
凛
冽
＝
北
風
が
骨
を
刺
す
よ
う
に
冷

た
い
。 

(

一
三
五
〇
頁)

 

【
野
分
】
（
こ
の
語
彙
は
な
い
） 

【
狂
风
】k

u
á
n
g
f
ē
n
g
 

名 

１
暴
風
，
吹
き
荒
れ
る
風
． 

～
骤
起
＝
暴
風
が
突
然
吹
き
だ
し
た
． 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

2
（
気
象
）
暴
風
。 

（
七
六
四
頁
） 

 

ま
た
『
日
中
辞
典
』（
小
学
館
）
の
「
野
分
」
の
項
目
を
見
て
み
よ
う
。【
野
分
】
は
「
の
わ
き
」
と
「
の
わ
け
」
に
分
け
て
二
つ
あ
る
。 

の
わ
き
【
野
分
】
从
秋
末
到
初
冬
刮g

u
ā

的
大
风d

à
f
ē
n
g

；
台
风t

á
i
f
ē
n
g
 

（
一
四
八
七
頁
） 

の
わ
け
【
野
分
】

の
わ
き 

ノ
ン―

 

不b
ù

，
非f

ē
i

．¶ 

～
・
ス
ト
ッ
プ/

 

中
途z

h
ō
n
g
t
ú

不
停
；
直
达
． 

 ¶

～
・
セ
ク
ト/

无
党
派
． 

囲
み

 
 

否
定
表
现 

 

（
一
四
八
七
頁
） 
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右
の
二
つ
目
「
の
わ
け
」
文
は
『
源
氏
物
語
』
原
文
の
意
味
と
相
応
し
く
な
い
の
で
、
省
略
す
る
。
一
つ
目
「
の
わ
き
」
の
文
を
訳
す

と
「
秋
か
ら
初
冬
ま
で
の
大
風
で
あ
り
、
台
風
で
あ
る
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
文
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
野
分
」
に
対
し
て
中
国

語
訳
を
再
び
確
認
し
て
み
よ
う
。 

一
豊
訳
は
「
朔
风
」
（
北
の
風
）
で
あ
り
、
二
林
訳
は
「
野
分
」
（
対
応
現
代
漢
語
な
し
）
で
あ
り
、
三
殷
訳
、
四
梁
訳
、
五
姚
訳
、
八

喬
訳
、
九
潘
訳
、
十
王
訳
、
六
つ
は
い
ず
れ
も
一
豊
訳
の
翻
訳
を
踏
襲
し
、
六
鄭
訳
は
「
狂
风
」（
吹
き
荒
れ
る
風
）
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
朔
风
」
（
北
の
風
）
と
あ
る
の
で
、
「
野
分
」
の
意
味
と
合
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。
「
野
分
」
に
対
応
す
る
中

国
語
は
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
「
野
分
」
を
表
記
す
る
と
、
注
の
と
こ
ろ
に
詳
し
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
注
釈
が
な
け

れ
ば
「
野
分
」
は
中
国
読
者
に
は
分
か
り
難
い
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
や
ア
メ
リ
カ
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
訳
は
「
台
風
」
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
比
べ
て
み
る
と
、
最
も
相
応
し
い
訳
は
六

鄭
訳
の
「
狂
风
」
と
七
葉
訳
の
「
台
风
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
六
鄭
訳
の
桐
壷
巻
中
の
「
野
分
」
は
別
の
語
彙
を
使
用
し
て
い
る
。 

で
は
、
次
に
桐
壷
巻
の
二
箇
所
の
「
野
分
」
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
み
よ
う
。 

先
ず
、
原
文
を
示
す
。 

【
１
】
野の

分わ
き

だ
ち
て
、
に
は
か
に
肌
寒
き
夕
暮
の
ほ
ど
、
常
よ
り
も
思
し
出
づ
る
こ
と
多
く
て
、
靫
負

ゆ
げ
ひ
の

命
婦

み
や
う
ぶ

と
い
ふ
を
遣
は
す
。 

（
桐
壺
・
二
六
頁
） 

【
２
】
命
婦
、
か
し
こ
に
ま
で
着
き
て
、
門か

ど

引
き
入
る
る
よ
り
け
は
ひ
あ
は
れ
な
り
。
や
も
め
住
み
な
れ
ど
、
人
ひ
と
り
の
御
か
し
づ

き
に
、
と
か
く
つ
く
ろ
ひ
立
て
て
、
め
や
す
き
ほ
ど
に
て
過
ぐ
し
た
ま
ひ
つ
る
、
闇
に
く
れ
て
臥ふ

し
し
づ
み
た
ま
へ
る
ほ
ど
に
、

草
も
高
く
な
り
、
野
分
に
い
と
ど
荒
れ
た
る
心
地
し
て
、
月
影
ば
か
り
ぞ
、
八
重

や

へ

葎
む
ぐ
ら

に
も
さ
は
ら
ず
さ
し
入
り
た
る
。 

（
桐
壺
・
二
七
頁
） 
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次
に
、
中
国
語
訳
文
を
示
す
。 

【
１
】[

一
豊
訳]

 

 
 
 
 
 
 

深
秋
有
一
天
黄
昏
，
朔
风
乍
起
，
顿
感
寒
气
侵
肤
。
皇
上
追
思
往
事
，
倍
觉
伤
心
，
便
派
韧
负
命
妇
赴
外
家
存
问
。 

（
六
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

［
二
林
訳
］ 

 
 
 
 

秋
風
颯
颯
，
涼
意
襲
人
的
時
分
，
皇
上
比
往
常
更
思
念
亡
妃
，
於
是
，
派
了
一
名
韌
負
的
命
婦
到
更
衣
故
里
去
。 

（
六
頁
） 

［
三
殷
訳
］ 

 
 
 
 
 
 
 

时
值
深
秋
。
一
日
黄
昏
，
朔
风
乍
起
，
使
人
顿
觉
寒
气
透
骨
。
面
对
这
番
情
景
，
皇
上
忽
然
忆
起
昔
日
旧
事
，
倍
觉
神
伤
，
遂
派 

了
韧
负
和
命
妇
到
外
家
存
问
小
皇
子
音
信
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
四
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

［
四
梁
訳
］ 

 
 
 
 
 
 
 

深
秋
的
一
天
黄
昏
，
朔
风
乍
起
，
顿
感
寒
气
侵
肤
。
皇
上
追
思
往
事
，
倍
觉
伤
心
。
遂
遣
了
韧
负
和
命
妇
到
外
家
探
问
小
皇
子
。 

（
五
頁
） 

［
五
姚
訳
］ 

此
时
正
值
深
秋
。
一
日
黄
昏
，
朔
风
袭
来
，
透
彻
肌
骨
。
皇
上
独
处
宫
内
，
心
事
被
触
，
又
倍
觉
神
伤
。
遂
遣
韧
负
命
妇
（
中

略
）
去
外
家
探
问
小
皇
子
音
信
。 

（
四
頁
） 



 － 336 －

［
六
鄭
訳
］ 

      
 

深
秋
时
节
，
一
日
黄
昏
，
朔
风
骤
起
，
寒
气
袭
人
。
皇
上
追
昔
抚
今
，
倍
觉
思
念
，
遂
派
韧
负
命
妇
去
外
家
探
望
。 

（
三
頁
） 

［
七
葉
訳
］ 

一
个
深
秋
的
傍
晚
，
台
风
骤
起
，
顿
觉
寒
气
逼
人
。
皇
上
比
往
常
更
加
缅
怀
故
人
，
倍
感
悲
戚
，
遂
派
遣
靫
负
的
命
妇
到
桐
壶

更
衣
的
娘
家
探
望
。 

（
七
頁
） 

［
八
喬
訳
］ 

深
秋
的
一
天
黄
昏
，
朔
风
袭
来
，
透
彻
肌
骨
。
皇
上
不
禁
追
忆
起
往
事
，
又
备
觉
神
伤
，
便
派
韧
负
命
妇
去
外
家
探
问
小
皇
子

音
信
。 

（
四
頁
） 

［
九
潘
訳
］ 

此
时
正
是
深
秋
。
有
一
天
黄
昏
，
朔
风
来
袭
，
寒
彻
肌
骨
。
皇
上
一
个
人
独
居
宫
中
，
追
思
往
事
，
倍
觉
伤
心
。
于
是
派
遣
韧

负
命
妇
去
外
家
探
问
小
皇
子
的
情
况
。 

（
五
頁
） 

［
十
王
訳
］ 

 
 
 
 

时
值
深
秋
。
一
日
黄
昏
，
朔
风
乍
起
，
使
人
顿
觉
寒
气
透
骨
。
面
对
这
番
情
景
，
皇
上
忽
然
忆
起
昔
日
之
事
，
倍
觉
伤
神
，
于

是
派
了
韧
负
的
命
妇
到
外
家
询
问
小
皇
子
音
信
。 
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（
五
頁
） 

傍
線
を
付
け
た
部
分
に
注
意
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
は
「
野
分
」
の
訳
文
で
あ
る
。 

原
文
「
野
分
」
に
対
し
て
の
訳
は
、
台
湾
版
［
二
林
訳
］
が
「
秋
風
颯
颯
」
と
翻
訳
さ
れ
た
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、「
野
分
」
の
意
味
で

は
な
い
。
［
一
豊
訳
］
は
、
巻
名
と
同
じ
よ
う
に
「
朔
风
」
と
し
、
［
三
殷
訳
］
、
［
四
梁
訳
］
、
［
五
姚
訳
］
、
［
六
鄭
訳
］
、
［
八
喬
訳
］
、
［
九

潘
訳
］
、
［
十
王
訳
］
に
は
、
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
「
朔
风
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
［
七
葉
訳
］
の
「
台
風
」
が
最
も
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
う
ち
、
不
思
議
な
の
は
［
六
鄭
訳
］
で
あ
る
。
巻
名
「
野
分
」
を
「
狂
风
」
と
翻
訳
し
た
の
に
、
な
ぜ
こ
こ
で
は
「
朔
风
」
に
変

更
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、［
三
殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
の
誤
訳
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
で
指
摘

さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

 
（
2
）

 

次
に
、
も
う
一
箇
所
「
桐
壺
」
巻
の
「
野
分
」
の
中
国
語
訳
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 

前
掲
し
た
【
２
】
原
文
の
よ
う
に
、
そ
の
場
面
は
命
婦
が
着
い
て
、
庭
の
風
景
を
目
に
し
た
描
写
で
あ
る
。
高
い
草
が
倒
れ
た
、
野
分

の
後
の
風
景
と
考
え
ら
れ
る
。
「
草
も
高
く
な
り
、
野
分
に
い
と
ど
荒
れ
た
る
心
地
し
て
、
」
に
対
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
十
種
類
の
中
国
語
訳

を
見
て
み
よ
う
。 

 

【
２
】
［
一
豊
訳
］
因
此
庭
草
荒
芜
，
花
木
凋
零
。
加
之
此
时
寒
风
萧
瑟
，
更
显
得
冷
落
凄
凉
。 

（
六
頁
） 

［
二
林
訳
］
門
前
任
由
荒
草
叢
生
；
如
今
月
光
依
然
照
射
其
上
，
倍
增
無
限
淒
涼
。 

（
六
頁
） 

［
三
殷
訳
］
所
以
杂
草
丛
生
、
花
木
凋
零
。
今
日
寒
风
萧
瑟
，
这
庭
院
便
倍
显
冷
落
凄
凉
。 

（
五
頁
） 
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［
四
梁
訳
］
因
此
庭
草
荒
芜
，
花
木
凋
零
。
加
之
此
时
寒
风
萧
瑟
，
更
显
得
冷
落
凄
凉
。 

（
五
頁
） 

［
五
姚
訳
］
草
木
枯
凋
，
狼
藉
一
片
了
。
今
日
寒
风
萧
瑟
，
这
庭
院
倍
显
冷
落
凄
凉
， 

（
四
頁
） 

［
六
鄭
訳
］
因
此
庭
院
野
草
荒
芜
，
树
叶
凋
零
，
兼
之
秋
风
萧
瑟
，
更
显
得
冷
清
萧
索
。 

（
四
頁
） 

 
 
 
 

［
七
葉
訳
］
不
觉
间
，
满
院
杂
草
蔓
生
，
再
加
上
台
风
的
关
系
，
庭
院
更
显
出
一
派
落
寞
的
荒
芜
景
象
。    

 

        
     

        
     

        
     

        
     

        
     

        
   

（
八
頁
） 

［
八
喬
訳
］
因
此
庭
院
萧
条
，
花
木
凋
零
。
加
之
寒
风
萧
瑟
，
这
庭
院
备
显
冷
落
凄
凉
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
四
頁
） 

［
九
潘
訳
］
花
木
枯
凋
，
狼
藉
处
处
了
。
加
之
此
时
寒
风
萧
瑟
，
更
显
得
格
外
冷
落
凄
凉
。 

           

（
五
頁
） 

［
十
王
訳
］
因
此
杂
草
丛
生
，
花
木
凋
零
。
今
日
寒
风
瑟
瑟
，
这
庭
院
便
更
显
冷
落
凄
凉
。 

    
 
 

 
 

 
 

（
五
頁
） 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

先
ず
、
［
二
林
訳
］
は
「
野
分
」
が
完
全
に
抜
け
て
い
る
。
な
ぜ
抜
け
て
翻
訳
し
な
か
っ
た
か
。
恐
ら
く
巻
名
と
同
じ
よ
う
に
「
野
分
」

の
ま
ま
と
す
る
な
ら
、
既
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
中
国
語
に
は
「
野
分
」
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
「
野
分
」
と
す
る
と
、
前
後
の
文
と
繋
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が
ら
な
い
と
考
え
、
抜
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、「
野
分
」
が
抜
け
た
ら
、
原
文
の
意
味
が
伝
え
ら
れ
な
い
。
庭
に
茂

る
草
が
高
く
な
り
、
台
風
に
襲
わ
れ
た
後
の
風
景
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

次
に
、［
一
豊
訳
］
、［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
五
姚
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
九
潘
訳
］
、［
十
王
訳
］
の
訳
文
を
見
て
み
よ
う
。
注
目
し
た

い
と
こ
ろ
は
傍
線
を
付
け
た
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
五
姚
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
九
潘
訳
］
、［
十
王
訳
］
の
六

つ
が
、［
一
豊
訳
］
の
「
寒
風
」
を
踏
襲
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
三
点
の
証
拠
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
点
、［
一
豊
訳
］

は
巻
名
の
「
野
分
」
を
「
朔
風
」
に
翻
訳
し
た
。
従
っ
て
、
［
三
殷
訳
］
、
［
四
梁
訳
］
、
［
五
姚
訳
］
、
［
八
喬
訳
］
、
［
九
潘
訳
］
、
［
十
王
訳
］

の
訳
も
「
朔
風
」
で
あ
っ
た
。
二
点
、
桐
壺
巻
【
１
】
の
「
野
分
」
は
、
六
つ
も
［
一
豊
訳
］
と
同
じ
よ
う
に
「
朔
風
」
と
翻
訳
し
た
。

三
点
、
桐
壺
巻
【
２
】
の
「
野
分
」
は
、［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
五
姚
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
九
潘
訳
］
、［
十
王
訳
］
の
六
つ
も
［
一
豊

訳
］
の
「
寒
風
」
と
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
不
思
議
な
訳
文
は
［
六
鄭
訳
］
で
あ
る
。
巻
名
「
野
分
」
は
「
狂
風
」
で
あ
り
、
桐
壺
巻
【
１
】
「
野
分
」
は
「
朔
風
」
で
あ
り
、

桐
壺
巻
【
２
】「
野
分
」
は
「
秋
風
」
で
あ
る
。
原
文
「
野
分
」
一
つ
し
か
な
い
の
に
、
な
ぜ
頻
繁
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
理
由
は

ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。 

こ
れ
ら
の
三
箇
所
の
「
野
分
」
に
対
し
て
、
十
種
類
の
中
国
語
訳
を
比
べ
て
み
る
と
、［
七
葉
訳
］
、
つ
ま
り
葉
渭
渠
と
唐
月
梅
の
訳
は
、

最
も
原
文
に
忠
実
な
訳
文
と
考
え
る
。
三
箇
所
の
「
野
分
」
を
、
し
っ
か
り
「
台
風
」
と
訳
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
こ
で
気
に
な
る
こ
と
は
、
な
ぜ
［
一
豊
訳
］
は
、「
野
分
」
の
訳
「
朔
風
］
を
「
寒
風
」
に
変
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

少
々
追
究
し
て
み
た
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
日
本
の
現
代
語
訳
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。
［
一
豊
訳
］
は
、
「
訳
後
記
」
の
と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

现
代
日
语
译
本
亦
甚
多
，
主
要
者
为
谷
崎
润
一
郎
译
本
、
与
谢
野
晶
子
译
本
、
佐
成
谦
太
郎
对
本
。
今
此
中
文
译
本
乃
参
考
各
家 
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译
注
而
成
。 

（
一
〇
七
三
頁
） 

 
 

（
参
考
訳
文
（
稿
者
）：
現
代
日
本
語
訳
本
も
ま
た
は
な
は
だ
多
い
、
主
に
谷
崎
潤
一
郎
訳
本
、
与
謝
野
晶
子
訳
本
、
佐
成
謙
太
郎
対

訳
本
で
あ
る
。
今
回
の
中
国
語
訳
本
は
各
訳
注
を
参
考
に
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
） 

右
の
ご
と
く
、
さ
っ
そ
く
谷
崎
潤
一
郎
と
与
謝
野
晶
子
及
び
佐
成
謙
太
郎
の
訳
文
を
確
認
し
て
み
た
い
。
特
に
桐
壺
巻
の
二
箇
所
「
野

分
」
に
関
す
る
訳
文
を
見
て
み
よ
う
。
先
ず
、
桐
壺
巻
【
１
】
の
「
野
分
」
の
現
代
日
本
語
訳
文
を
引
用
し
て
お
く
。 

【
１
】
谷
崎
潤
一
郎
訳 

 
 
 
 

野の

分わ
き

の
風
が
吹
い
て
、
に
わ
か
に
肌は

だ 

寒さ
む

く
な
つ
た
夕
暮
の
頃
、
常
に
も
増
し
て
亡
き
人
の
上
を
お
偲し

の

び
遊
ば
す
こ
と
が
多
く
て
、

靫
負

ゆ

げ

い

の
命
婦

み
よ
う
ぶ

と
い
う
の
を
お
遣
わ
し
に
な
り
ま
す
。

 

（
3
）

 

与
謝
野
晶
子
訳 

野
分

の

わ

き

ふ
う
に
風
が
出
て
肌は

だ 

寒さ
む

の
覚
え
ら
れ
る
日
の
夕
方
に
、
平
生
よ
り
も
い
っ
そ
う
故
人
が
思
わ
れ
に
な
っ
て
、
靫
負

ゆ

げ

い

の
命
婦

み
よ
う
ぶ

と
い
う
人
を
使
い
と
し
て
お
出
し
に
な
っ
た
。

 
（
4
）

 

佐
成
謙
太
郎
訳 

あ
ら
し
模
様
の
風
が
吹
い
て
、
急
に
う
す
ら
寒
く
感
ぜ
ら
れ
る
夕
暮
の
け
し
き
に
、
帝
は
、
い
つ
も
よ
り
一
層
い
ろ
い
ろ
と
更

衣
の
事
を
お
思
い
出
し
に
な
っ
て
、
靫
負
の
命
婦
と
い
う
の
を
、
更
衣
の
里
方
に
お
遣
わ
し
に
な
る
。

 

（
5
）

 

引
き
続
き
、
桐
壺
巻
【
２
】
の
「
野
分
」
に
関
す
る
三
人
の
現
代
日
本
語
文
を
引
い
て
お
く
。 

【
２
】
谷
崎
潤
一
郎
訳 

い
つ
し
か
草
が
高
く
伸
び
て
、
野
分
の
た
め
に
い
よ
い
よ
荒
れ
た
感
じ
の
す
る
庭
の
面
に

お
も
（
6
）

、 
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与
謝
野
晶
子
訳 

し
ば
ら
く
の
う
ち
に
庭
の
雑
草
が
行
儀
悪
く
高
く
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
ご
ろ
の
野
分
の
風
で
い
っ
そ
う
邸
内
が
荒
れ
た
気
の
す

る
の
で
あ
っ
た
が
、

 

（
7
）

 
佐
成
謙
太
郎
訳 

庭
の
草
も
（
手
入
れ
を
し
な
い
た
め
に
）
た
け
が
高
く
な
り
、
折
か
ら
の
あ
ら
し
で
、
な
お
一
層
荒
れ
は
て
た
感
じ
が
し
て
、

 

（
8
）

 

以
上
に
あ
げ
た
訳
文
の
「
野
分
」
に
関
す
る
訳
は
、
谷
崎
潤
一
郎
は
「
野
分
の
風
」
で
あ
り
、
与
謝
野
晶
子
は
「
野
分
ふ
う
に
風
が
出

て
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
野
分
」
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
佐
成
謙
太
郎
は
、
「
あ
ら
し
模
様
の
風
」
と
訳
さ
れ
た
。
し
か
し
、

［
野
分
１
］
の
訳
文
に
は
、「
野
分
」
の
風
が
吹
い
て
急
に
寒
さ
を
感
じ
た
と
表
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、［
一
豊
訳
］
で
は
、
北
の
風
の

「
朔
風
」
は
寒
い
か
ら
、
同
じ
意
味
で
同
じ
語
彙
が
重
複
し
な
い
よ
う
「
朔
風
」
よ
り
「
寒
風
」
に
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
ら
を
分
析
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
「
野
分
」
を
「
寒
風
」
に
訳
し
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
［
三
殷
訳
］
、
［
四
梁
訳
］
、
［
五
姚
訳
］
、
［
八
喬
訳
］
、
［
九
潘
訳
］
、
［
十
王
訳
］
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。 

ま
た
［
一
豊
訳
］
に
は
「
花
木
」
を
意
訳
し
て
い
る
。
原
文
に
は
「
草
」
し
か
見
え
な
い
の
で
、
花
と
木
は
［
一
豊
訳
］
の
意
訳
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
五
姚
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
九
潘
訳
］
、［
十
王
訳
］
の
訳
に
も
、
い
ず
れ
も
「
木
」
が

出
て
く
る
。
特
に
、［
六
鄭
訳
］
は
「
木
」
を
「
树
叶
」
と
表
現
し
て
、「
樹
の
葉
」
の
よ
う
に
詳
し
く
表
し
て
い
る
、［
六
鄭
訳
］
の
「
訳

後
記
」
を
読
む
と
、
玉
上

彌
と
今
泉
忠
義
な
ど
の
現
代
訳
文
を
参
考
に
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
、
と
こ
ろ
が
、
玉
上
と
今
泉
の
訳
文
を

確
認
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
樹
の
葉
」
は
な
い
。 
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三 

「
籠
物
」 

  

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
籠
物
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

か
ご
に
入
れ
た
も
の
。
か
ご
に
入
れ
た
果
物
。
木
の
枝
な
ど
に
つ
け
て
、
献
上
物
ま
た
は
儀
式
の
時
な
ど
に
用
い
る
。 

 

右
「
か
ご
に
い
れ
た
果
物
」
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
果
物
な
の
か
。
参
考
の
た
め
に
、
秋
山
虔
・
小
町
谷
照
彦
編
・
須
貝
稔
作
図

『
源
氏
物
語
図
典
』
（
小
学
館 

一
九
九
七
）
で
は
、
次
の
五
つ
の
果
物
と
述
べ
て
い
る
。 

籠
の
中
に
柑
、
橘
、
栗
、
柿
、
梨
の
五
菓
を
い
れ
た
も
の
を
「
籠
物
」
と
い
い
、
儀
式
の
際
の
贈
り
物
と
し
て
用
意
さ
れ
る
。 

（
六
三
頁
） 

以
上
の
文
を
見
て
み
る
と
、
簡
単
に
言
え
ば
、「
籠
物
」
は
「
果
物
」
と
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
十
種
類
の
中
国
語
訳
で
は
、
本

当
に
「
果
物
」
と
訳
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
目
し
て
、
中
国
語
訳
を
確
認
し
て
み
た
い
。
ま
ず
『
源
氏
物
語
』
原
文
を
取
り

上
げ
て
お
く
。
引
用
文
は
前
同
。 

【
籠
物
】
そ
の
日
の
御
前

お

ま

へ

の
折を

り

櫃
物

び
つ
も
の

、
籠
物

こ

も

の

な
ど
、
右
大
弁
な
む
う
け
た
ま
は
り
て
仕
う
ま
つ
ら
せ
け
る
。 

（
桐
壺
・
四
七
頁
） 

 

右
の
原
文
を
中
国
語
の
訳
文
に
示
す
。
特
に
、
傍
線
は
稿
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
注
目
す
る
た
め
、
太
字
に
変
え
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。 

【
籠
物
】
［
一
豊
訳
］
这
一
天
冠
者
呈
献
的
肴
馔
点
心
，
有
的
装
匣
，
有
的
装
筐
，
概
出
右
大
弁
受
命
调
制
。 

(

一
五
頁)
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［
二
林
訳
］
當
天
源
氏
進
獻
皇
上
的
貢
物
，
如
肴
笥
果
籃
等
，
都
是
右
大
辨
受
命
準
備
的
。 

（
一
五
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［
三
殷
訳
］
由
源
氏
公
子
呈
献
众
人
的
肴
馔
点
心
，
或
装
匣
，
或
装
筐
，
均
由
右
大
弁
受
命
调
制
。 

（
八
頁
） 

 
 
 
 

 

［
四
梁
訳
］
由
源
氏
公
子
呈
献
众
人
的
肴
馔
点
心
，
或
装
匣
或
装
筐
，
均
由
右
大
弁
奉
命
调
配
。 

（
一
四
頁
） 

［
五
姚
訳
］
由
源
氏
公
子
呈
献
众
人
之
食
品
礼
物
，
由
右
大
弁
负
责
，
分
别
装
在
匣
中
和
筐
中
。 

（
一
〇
頁
） 

［
六
鄭
訳
］
这
一
天
，
冠
者
呈
献
给
皇
上
的
礼
物
，
有
装
在
木
盒
里
的
肴
馔
和
装
在
竹
笼
里
的
点
心
，
均
有
右
大
弁
奉
诏
监
制
。 

（
一
一
頁
） 

         

［
七
葉
訳
］
这
一
天
，
戴
冠
者
呈
现
到
御
前
来
的
食
品
，
有
装
在
盒
子
里
的
点
心
、
肴
馔
，
还
有
装
在
篮
子
里
的
点
心
等
等
，

这
些
食
品
都
由
宫
廷
助
理
者
右
大
弁
承
命
调
制
。 

（
二
〇
頁
） 

［
八
喬
訳
］
这
一
天
冠
者
呈
献
的
肴
馔
点
心
，
装
匣
装
筐
，
概
由
右
大
弁
受
命
调
制
。 

（
一
二
頁
） 

［
九
潘
訳
］
由
源
氏
公
子
呈
献
众
人
的
食
品
礼
物
，
由
右
大
弁
负
责
，
分
别
装
于
匣
中
和
筐
中
与
人
。 

（
一
五
頁
） 

［
十
王
訳
］
由
源
氏
公
子
呈
献
众
人
的
肴
馔
点
心
，
或
装
匣
，
或
装
筐
，
均
由
右
大
弁
受
命
调
制
。 
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（
一
四
頁
） 

 
以
上
の
原
文
と
中
国
語
訳
の
「
籠
物
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
語
彙
が
あ
る
。
一
は
、［
一
豊
訳
］
、［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、

［
六
鄭
訳
］
、［
七
葉
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
十
王
訳
］
の
「
点
心
」
で
あ
る
。
二
は
、［
二
林
訳
］
の
「
果
籃
」
で
あ
る
。
三
は
、［
五
姚
訳
］

と
［
九
潘
訳
」
の
「
礼
物
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
中
国
語
の
意
味
と
「
籠
物
」
と
は
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
『
中
国
語
辞
典
』
（
白
水

社
）
で
確
認
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 

【
点
心
】d

iǎn·
xīn

 

動
（
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
を
食
べ
て
腹
の
足
し
に
す
る
，
お
や
つ
を
食
べ
る
。 

 
 

【
点
心
】d

iǎn·
x
in
 

名
（
正
式
の
食
事
に
対
し
）
軽
い
食
事
，
お
や
つ
，
ス
ナ
ッ
ク
．（
一
般
に
ギ
ョ
ー
ザ
・
シ
ュ
ー
マ
イ
・
め

ん
類
の
よ
う
に
塩
味
の
も
の
と
、
‘
蛋
糕
’
や
ま
ん
じ
ゅ
う
類
の
よ
う
に
甘
い
も
の
が
あ
る
．
） 

（
二
八
八
頁
） 

「
果
籃
」
の
語
彙
は
『
中
国
語
辞
典
』
に
は
載
っ
て
な
か
っ
た
。
「
果
」
の
木
の
実
と
理
解
す
る
。
「
籃
」
の
意
味
は
「
か
ご
」
と
同
じ

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
の
文
字
を
合
わ
せ
て
考
え
て
、
果
物
を
入
れ
る
か
ご
と
分
か
っ
て
く
る
。
「
礼
物
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

【
礼
物
】l

ǐ
w
ù
 

名
〔
‘
个
・
件
・
份[

儿]

・
样[
儿]

，
＋
〕
贈
り
物
，
プ
レ
ゼ
ン
ト
，
進
物
，
ギ
フ
ト
． 

（
八
一
五
頁
） 

以
上
の
三
つ
の
中
国
語
の
語
彙
の
意
味
を
分
析
し
て
見
る
と
、［
二
林
訳
］
の
「
籠
物
」
に
対
す
る
翻
訳
で
「
果
籃
」
が
、
一
番
近
い
と

考
え
る
が
、
果
物
と
は
っ
き
り
書
い
て
な
い
こ
と
か
ら
、
中
国
読
者
に
と
っ
て
、「
籠
」
だ
け
と
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。［
五
姚
訳
］

と
［
九
潘
訳
］
の
「
礼
物
」
の
意
味
は
幅
広
過
ぎ
る
の
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
ら
な
い
。［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
六
鄭

訳
］
、［
七
葉
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
十
王
訳
］
は
い
ず
れ
も
［
一
豊
訳
］
の
訳
文
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、「
点
心
」
と
表
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
に
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
字
の
よ
う
に
、
［
十
王
訳
］
の
訳
文
は
、
［
三
殷
訳
］
の
訳
文
と
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
と
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い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、［
十
王
訳
］
は
本
当
に
自
分
で
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
意
外
な
こ
と
は
、［
七
葉
訳
］
も
「
点
心
」
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
［
一
豊
訳
］
は
「
点
心
」
と
し
て
訳
し

た
の
か
、
何
か
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
再
び
［
一
豊
訳
］
が
「
訳
後
記
」
に
記
し
た
三
つ
の
現
代
日
本
語
訳
を
確
認

し
て
み
た
い
。 

 

【
籠
物
】
谷
崎
潤
一
郎
訳 

 
 
 
 

 

そ
の
日
の
御
前
の
折お

り

櫃
物

び
つ
も
の

、
籠
物

こ

も

の

な
ど
は
、
お
ん
後
見
役

う
し
ろ
み
や
く

の
右
大
弁
が
承
っ
て

調
と
と
ろ

え
た
の
で
し
た
。

 

（
9
）

 

与
謝
野
晶
子
訳 

 
 
 
 

 

こ
の
日
の
御
饗

宴

き
よ
う
え
ん

の
席
の
折
り
詰
の
お
料
理
、
籠か

ご

詰
め
の
菓
子
な
ど
は
、
み
な
右う

大
弁

だ
い
べ
ん

が
御
命
令
に
よ
っ
て
作
っ
た
物
で
あ

っ
た
。

 

（
10
）

 

 
 
 
 

 

佐
成
謙
太
郎
訳 

 
 
 
 

 

そ
の
日
の
、
帝
の
御
前
の
（
冠
者
か
ら
献
上
せ
ら
れ
た
）
折
詰

お
り
ず
め

の
物
や
籠か

ご

に
入
れ
た
も
の
な
ど
は
、
右
大
弁
が
仰
せ
を
う
け 

た
ま
わ
っ
て
調
製
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

 

（
11
）

 

 

以
上
の
三
つ
の
現
代
日
本
語
訳
文
の
下
線
を
付
け
た
部
分
を
確
認
し
て
み
る
と
、
特
に
与
謝
野
晶
子
の
訳
文
に
は
「
菓
子
」
の
語
彙
を

用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
菓
子
」
の
語
彙
は
、
小
学
館
の
『
日
中
辞
典
』
（
一
九
九
八
）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

か
し
【
菓
子
】
点
心diǎn xin

， 

糕
点 gāo diǎn

; 

［
あ
め
菓
子
］ 

 
 

糖
果táng guǒ

． 
 

（
三
四
九
頁
） 

 

お
そ
ら
く
［
一
豊
訳
］
は
与
謝
野
晶
子
の
訳
文
に
よ
っ
て
、
「
菓
子
」
か
ら
「
点
心
」
を
翻
訳
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
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［
三
殷
訳
］
、［
四
梁
訳
］
、［
六
鄭
訳
］
、［
七
葉
訳
］
、［
八
喬
訳
］
、［
十
王
訳
］
の
六
つ
の
訳
は
、
い
ず
れ
も
「
点
心
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。 

 

四 

「
唐
櫃
」 

 

平
安
時
代
の
「
唐
櫃
」
は
、
特
別
な
櫃
で
あ
る
。
日
本
の
大
和
櫃
と
違
う
。
そ
の
異
な
る
特
徴
を
、
再
び
、
秋
山
虔
・
小
町
谷
照
彦
編
・

須
貝
稔
作
図
『
源
氏
物
語
図
典
』
（
小
学
館 

一
九
九
七
）
の
解
説
文
で
示
し
て
お
き
た
い
。 

唐か
ら

櫃び
つ 

方
形
の
蓋
付
き
の
箱
を
櫃
と
い
う
が
、
脚
の
な
い
も
の
を
「
大
和

や

ま

と

櫃び
つ

」
、
脚
の
付
い
た
も
の
を
「
唐
櫃
」
と
い
う
。
唐
櫃
の
脚

は
外
側
に
反
っ
た
も
の
で
、
正
方
形
の
も
の
は
各
側
面
各
一
本
の
計
四
本
、
長
方
形
の
も
の
は
短
側
面
各
一
本
、
長
側
面
各

二
本
の
計
六
本
を
持
つ
。
蓋
は
、
被
せ
蓋
と
な
っ
て
い
る
も
の
や

蝶

番

ち
ょ
う
つ
が
い

式
の
合
わ
せ
蓋
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

外
面
に
は
蒔
絵

ま

き

え

や
螺
鈿

ら

で

ん

な
ど
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
雑
具
や
衣
類
・
禄
な
ど
種
々
の
も
の
を
収

め
る
。 

（
四
六
頁
） 

 

引
用
文
を
見
て
み
る
と
、
「
唐
櫃
」
は
足
が
付
い
て
い
る
。
日
本
の
物
で
は
な
い
、
唐
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
。
『
竹
取
物
語
』
の
中
で

は
一
例
見
え
る
が
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
は
十
三
例
み
え
る
。
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
に
は
、
こ
の
一
例
で
あ
る
。
本
文
は
次
の
よ
う
に
な

る
。 

 

【
唐
櫃
】
屯
食

と
ん
じ
き

、
禄ろ

く

の
唐か

ら

櫃び
つ

ど
も
な
ど
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
、 

（
桐
壺
・
四
七
頁
） 

で
は
、
右
の
「
唐
櫃
」
に
つ
い
て
、
果
た
し
て
中
国
語
訳
は
、
正
し
く
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
か
。
十
種
類
の
訳
を
確
認
し
て
み
よ
う
。 
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【
唐
櫃
】
［
一
豊
訳
］
●
此
外
赐
与
众
人
的
屯
食
，
以
及
犒
赏
诸
官
员
的
装
在
古
式
柜
子
里
的
礼
品
，
陈
列
满
前
， 

（
一
五
頁
） 

 
 
 
 

［
二
林
訳
］
至
於
賞
賜
侍
臣
們
的
飯
團
和
盛
禮
物
的
唐
櫃
等
，
更
是
琳
瑯
滿
目
，
擺
滿
一
地
， 

（
一
五
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

［
三
殷
訳
］
■
另
外
赏
赐
下
僚
的
屯
食
，
犒
赏
其
他
官
员
的
礼
品
，
都
装
在
古
式
柜
里
，
满
放
陈
列
， 

（
八
頁
） 

 
 
 
 

［
四
梁
訳
］
●
此
外
赐
与
众
人
的
屯
食
，
以
及
犒
赏
诸
官
员
的
装
在
古
式
柜
子
里
的
礼
品
，
陈
列
庭
前
， 

（
一
四
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

［
五
姚
訳
］
◆
另
外
赏
赐
下
僚
之
屯
食
即
糯
米
饭
团
，
及
犒
赏
宫
官
之
礼
品
，
塞
满
大
柜
，
四
处
皆
是
。 

（
一
〇
頁
） 

 
 
 
 

［
六
鄭
訳
］
此
外
，
赐
给
下
级
官
员
的
屯
食
以
及
装
有
丝
绸
的
木
盒
，
其
数
量
之
多
，
几
乎
无
处
摆
放
， 

（
一
一
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

［
七
葉
訳
］
此
外
赐
给
众
人
的
小
豆
糯
米
饭
团
和
赐
给
官
员
的
装
在
唐
式
古
色
古
香
的
箱
子
里
的
礼
品
， （

二
〇
～
二
一
頁
） 

［
八
喬
訳
］
◆
另
外
赏
赐
下
僚
之
屯
食
及
犒
赏
宫
官
之
礼
品
，
塞
满
大
柜
，
四
处
皆
是
。 

（
一
二
頁
） 

［
九
潘
訳
］
除
此
之
外
的
赏
赐
下
僚
之
屯
食
即
糯
米
饭
团
，
还
有
犒
赏
宫
官
之
礼
品
，
陈
列
满
前
，
途
几
为
塞
。 （

一
五
頁
） 
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［
十
王
訳
］
■
另
外
赏
赐
下
僚
的
屯
食
，
犒
赏
其
他
官
员
的
礼
品
，
都
装
在
古
式
柜
里
，
满
放
陈
列
， 

（
一
四
頁
） 

右
の
十
種
類
の
訳
で
は
、
［
二
林
訳
］
の
「
唐
櫃
」
と
［
七
葉
訳
］
の
「
唐
式
古
色
古
香
的
箱
子
」
の
訳
が
最
も
相
応
し
い
と
考
え
る
。

［
六
鄭
訳
］
と
「
九
潘
訳
」
の
訳
文
に
は
、
「
櫃
」
が
見
え
な
い
、
な
か
で
も
「
六
鄭
訳
」
の
訳
は
相
応
し
く
な
い
。
文
字
の
通
り
、
「
丝

绸
的
木
盒
」
の
意
味
は
、
「
シ
ル
ク
な
木
の
小
箱
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
「
唐
櫃
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
残
り
六
種
類
の
う
ち
、

五
種
類
の
訳
は
す
べ
て
［
一
豊
訳
］
の
「
古
式
柜
子
」
を
踏
襲
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、［
三
殷
訳
］
と
「
十
王
訳
」
の
「
古
式

柜
」
で
あ
り
、
「
五
姚
訳
」
と
［
八
喬
訳
］
の
「
大
柜
」
で
あ
り
、
［
四
梁
訳
］
の
「
古
式
柜
子
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
十
分
留
意
し
た
い
こ

と
は
、
冒
頭
文
に
黒
い
が
付
い
た
訳
文
は
お
互
い
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
●
［
一
豊
訳
］
と
「
四
梁
訳
」
の

訳
文
は
ほ
ぼ
一
致
。
■
［
三
殷
訳
］
と
［
十
王
訳
］
の
訳
文
は
一
致
。
◆
［
五
姚
訳
］
と
［
八
喬
訳
］
の
訳
文
は
一
致
。
各
訳
文
の
出
版

年
次
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
●
■
◆
の
前
後
の
訳
文
は
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
後
者
か
ら
前
者
の
訳
文
を
踏
襲

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
踏
襲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
お
そ
ら
く
自
分
で
訳
す
の
が
面
倒
だ
か
ら
だ
ろ
う
。 

次
に
、
［
一
豊
訳
］
は
、
「
唐
櫃
」
を
「
古
式
柜
子
」
と
翻
訳
し
た
こ
と
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
た
い
。
文
字
の
「
古
式
」
は
、
古
い
様

式
を
意
味
す
る
の
で
、
う
し
ろ
に
付
け
た
「
柜
子
」
と
は
、
白
水
社
『
中
国
語
辞
典
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
。 

 

【
柜
子
】 

g
u
ì

・z
i
 

名 

〔
‘
个
’
＋
〕
戸
棚
，
た
ん
す
，
水
屋
，
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
． 

（
四
九
八
頁
） 

 

ち
な
み
に
、
中
国
語
簡
体
字
で
書
い
た
‘
柜
’
は
、
も
と
も
と
「
櫃
」
の
省
略
字
で
あ
る
の
で
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
［
一
豊

訳
］
は
、「
櫃
」
の
前
に
「
唐
」
を
使
わ
な
か
っ
た
の
か
、
実
際
、「
唐
櫃
」
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
大
和
櫃
」
と
違
っ
て
、
脚
が
付

い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
［
二
林
訳
］
と
同
じ
に
す
れ
ば
、
訳
さ
な
く
て
も
、
「
唐
櫃
」
の
ま
ま
で
、
使
え
ば
中
国
読
者
に
と
っ
て
は
、
分
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か
り
や
す
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
［
一
豊
訳
］
は
、
「
唐
」
を
使
わ
ず
、
「
古
式
」
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
古
式
柜
子
」

は
、
中
国
の
物
か
日
本
の
物
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
「
古
式
」
を
使
う
場
合
、
注
釈
に
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

が
、
［
一
豊
訳
］
は
、
当
該
す
る
訳
文
に
注
釈
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
唐
櫃
」
の
英
訳
に
も
、
「
唐
」
と
し
っ
か
り

翻
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
訳
は
、「Chinese chests

」
で
あ
っ
た
。
英
訳
は
相
応
し
い
翻
訳
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
［
一
豊
訳
］
は
「
唐
」
を
使
わ
ず
、
注
釈
も
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
［
一
豊
訳
］

の
「
訳
後
記
」
に
示
し
た
現
代
日
本
語
訳
本:

谷
崎
潤
一
郎
訳
本
、
与
謝
野
晶
子
訳
本
、
佐
成
謙
太
郎
対
訳
本
を
確
認
し
て
み
た
い
。 

佐
成
謙
太
郎
は
「
唐
櫃
」
、
谷
崎
潤
一
郎
が
「
韓
櫃
」
。
の
ち
ほ
ど
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
に
は
「
韓
櫃
」
を
「
唐
櫃
」
に
変
更
し
た
。

与
謝
野
晶
子
の
訳
は
「
箱
」
で
あ
る
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
「
絹
」
も
箱
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
「
絹
」
は
ど
こ
か
ら
出
て
き

た
の
か
、
原
文
に
は
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
現
代
日
本
語
の
訳
文
は
、
［
一
豊
訳
］
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
古
式
柜
子
」
は
［
一
豊
訳
］
の
独
自
の
訳

文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
同
様
の
訳
は
、
［
一
豊
訳
］
を
踏
襲
し
た
翻
訳
で
あ
る
。 

 

五 

「
和
歌
」 

  

周
知
の
如
く
、
桐
壺
巻
の
第
一
首
の
和
歌
は
、
源
氏
の
母
が
詠
ん
だ
和
歌
で
あ
る
。
和
歌
の
本
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

【
和
歌
】
か
ぎ
り
と
て
別
る
る
道
の
悲
し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
命
な
り
け
り 

（
桐
壺
・
二
三
頁
） 

 

で
は
、
こ
の
和
歌
は
中
国
語
で
ど
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
た
の
か
。
引
き
続
き
、
十
種
類
の
訳
文
を
取
り
上
げ
て
比
べ
て
み
た
い
。 
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【
和
歌
】
［
一
豊
訳
］
面
临
大
限
悲
长
别
，
留
恋
残
生
叹
命
穷
。 

 

（
三
頁
） 

 
 
 
 

 

［
二
林
訳
］
生
有
涯
兮
離
別
多
，
誓
言
在
耳
妾
心
苦
，
命
不
可
恃
將
奈
何
！ 

（
四
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

［
三
殷
訳
］
●
大
限
来
时
悲
长
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
二
頁
） 

 
 
 
 

 

［
四
梁
訳
］
●
大
限
来
时
悲
长
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

（
三
頁
） 

 
 
 
 

 

［
五
姚
訳
］
大
限
已
至
悲
永
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

（
三
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

［
六
鄭
訳
］
大
限
终
临
悲
长
别
，
身
虽
恋
世
命
愿
去
。 

（
三
頁
） 

 
 
 
 

 

［
七
葉
訳
］
大
限
来
临
将
永
别
，
依
依
真
情
恨
命
短
。 

（
五
頁
） 

 
 
 
 

 

［
八
喬
訳
］
大
限
已
至
悲
永
别
，
留
恋
残
生
叹
命
穷
。 

（
三
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［
九
潘
訳
］
大
限
已
至
伤
永
诀
，
残
灯
将
尽
哀
命
尽
。 

（
三
頁
） 
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［
十
王
訳
］
●
大
限
来
时
悲
长
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

（
三
頁
） 

 

右
の
［
二
林
訳
］
の
訳
文
は
、［
一
豊
訳
］
の
七
言
で
二
句
の
構
造
で
は
な
く
、
中
国
語
古
文
の
助
詞
「
兮
」
を
使
っ
て
、
中
国
の
古
代

詩
の
形
を
取
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
考
察
す
る
問
題
は
、
三
一
文
字
の
和
歌
を
、
ど
の
よ
う
に
中
国
語
で
翻
訳
す
れ
ば
正
し
い

の
か
と
言
う
点
で
は
な
く
、
［
二
林
訳
］
以
外
の
九
種
類
の
訳
文
に
お
け
る
踏
襲
す
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

念
の
た
め
、
そ
の
う
ち
完
全
一
致
し
て
い
る
訳
文
が
見
え
る
。
そ
れ
は
［
三
殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
及
び
［
十
王
訳
］
で
あ
る
。 

［
三
殷
訳
］
●
大
限
来
时
悲
长
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

［
四
梁
訳
］
●
大
限
来
时
悲
长
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

［
十
王
訳
］
●
大
限
来
时
悲
长
别
，
残
灯
将
尽
叹
命
穷
。 

 

三
書
の
出
版
年
次
か
ら
み
る
と
、［
三
殷
訳
］
の
初
版
は
一
九
九
六
年
で
、［
四
梁
訳
］
の
初
版
は
二
〇
〇
二
年
で
、［
十
王
訳
］
の
初
版

は
二
〇
一
七
年
で
あ
る
。
無
論
、
［
十
王
訳
］
は
［
三
殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
［
三
殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
が

［
十
王
訳
］
を
写
す
こ
と
は
不
可
能
。
不
思
議
な
こ
と
は
、
十
数
年
前
に
す
で
に
［
三
殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
の
訳
と
［
一
豊
訳
］
が
似

て
い
る
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
注
（
３
）
に
参
考
）
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
数
年
後
、［
十
王
訳
］
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
に
［
三

殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
を
踏
襲
し
て
い
る
。
中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
の
問
題
は
、
や
は
り
踏
襲
を
重
ね
悪
循
環
と
し
か
言
え
な
い
状
態

で
あ
る
。
前
掲
し
た
和
歌
の
訳
に
つ
い
て
、
［
二
林
訳
］
を
除
外
し
て
、
他
の
八
種
類
の
訳
は
、
実
に
［
一
豊
訳
］
を
踏
襲
し
た
も
の
か
、

も
う
一
度
確
か
め
て
み
た
い
。
特
に
手
作
業
の
文
字
変
更
「→

」
に
注
目
し
た
い
。 

［
一
豊
訳
］
面
临
大
限
悲
长
别 

留
恋
残
生
叹
命
穷
【
中
国
語
訳
原
文
】 

［
三
殷
訳
］
大
限
来
时
悲
长
别 

残
灯
将
尽
叹
命
穷
【
［
一
豊
訳
］
を
踏
襲 

面
临→
来
时 

留
恋
残
生→

残
灯
将
尽
】 
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［
四
梁
訳
］
大
限
来
时
悲
长
别 

残
灯
将
尽
叹
命
穷
【
［
一
豊
訳
］
と
［
三
梁
訳
］
を
踏
襲
】 

［
五
姚
訳
］
大
限
已
至
悲
长
别 

残
灯
将
尽
叹
命
穷
【
［
一
豊
訳
］
と
［
三
梁
訳
］
を
踏
襲 

来
时→

已
至
】 

［
六
鄭
訳
］
大
限
终
临
悲
长
别 

身
虽
恋
世
命
愿
去
【
［
一
豊
訳
］
と
［
三
梁
訳
］
を
踏
襲 

来
时→

终
临
】 

［
七
葉
訳
］
大
限
来
临
将
永
别 

依
依
真
情
恨
命
短
【
［
一
豊
訳
］
と
［
三
梁
訳
］
を
踏
襲 

面
・
悲
长→

来
・
将
永
】 

［
八
喬
訳
］
大
限
已
至
悲
长
别 

留
恋
残
生
叹
命
穷
【
［
一
豊
訳
］
と
［
五
姚
訳
］
を
踏
襲 

上
同
［
五
姚
訳
］
下
同
［
一
豊
訳
］
】 

［
九
潘
訳
］
大
限
已
至
伤
永
诀 

残
灯
将
尽
哀
命
尽
【
［
五
姚
訳
］
を
踏
襲 

悲
长
别→

伤
永
诀
】 

［
十
王
訳
］
大
限
来
时
悲
长
别 

残
灯
将
尽
叹
命
穷
【
［
三
殷
訳
］
と
［
四
梁
訳
］
を
踏
襲 

ひ
ゃ
く
パ
ー
セ
ン
ト
コ
ピ
ー
】 

 

文
学
翻
訳
は
難
し
い
。
古
典
文
学
翻
訳
は
も
っ
と
難
し
い
。
こ
れ
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
常
識
の
常
識
で
あ
ろ
う
。
あ
る
中
国
の
有
名

な
大
学
教
授
の
名
言
を
思
い
出
し
た
。
彼
は
「
翻
訳
に
手
を
出
し
た
ら
、
永
遠
に
大
学
の
教
授
に
は
な
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
お
そ
ら

く
彼
に
と
っ
て
、
文
学
翻
訳
は
中
国
で
は
学
術
レ
ベ
ル
が
低
い
と
い
う
現
状
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
翻
訳
は
止
ま
ら
な
い
。
古
典
文
学
で

も
新
た
な
翻
訳
は
続
々
世
の
中
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
同
じ
古
典
名
著
で
も
い
ろ
い
ろ
な
翻
訳
者
が
挑
戦
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
典
文

学
の
翻
訳
の
魅
力
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
中
国
語
に
踏
襲
訳
を
見
た
桐
壺
巻
の
第
一
首
の
和
歌
に
つ
い
て
の
日
本
現
代
語
訳
の
十
種
類

を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
日
本
の
翻
訳
者
が
如
何
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
か
、
鑑
賞
し
て
み
た
い
。
冒
頭
文
の
数
字
は
稿
者
が
付
け
た
。 

① 

島
津
久
基
『
釋
評
源
氏
物
語
』
巻
一
（
中
興
館 

一
九
四
三
） 

 
 
 

こ
れ
が
此
の
世
の
限
り
と
死
に
別
れ
て
行
く
の
は
、
ほ
ん
た
う
に
悲
し
い
も
の
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
生
き
て
ゐ
た
い
の
は
、
こ
の

命
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
四
四
頁
） 
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② 

佐
成
謙
太
郎
『
對
訳
源
氏
物
語
』
巻
一
（
明
治
書
院 

一
九
五
一
） 

 
 
 

今
日
を
最
後
と
し
て
お
別
れ
し
ま
す
門
出
の
悲
し
い
の
に
つ
け
て
、
い
つ
ま
で
も
生
き
て
い
た
い
と
思
う
の
は
、
人
の
命
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

（
七
頁
） 

③ 

玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
』
第
一
巻
桐
壷
～
若
紫
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

一
九
六
四
） 

 
 
 

今
を
限
り
と
し
て
お
別
れ
し
ま
す
こ
の
悲
し
さ
、
お
別
れ
せ
ず
生
き
な
が
ら
え
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
ん
に
こ
ん
な
こ
と
と
存
じ
で

お
り
ま
し
た
ら
。 

（
二
一
七
頁
） 

④ 

今
泉
忠
義
『
源
氏
物
語
』
全
現
代
語
訳
（
一
）
（
講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
七
八
） 

 
 
 

こ
れ
を
最
後
と
し
て
、
お
別
れ
申
し
て
旅
立
ち
ま
す
の
が
悲
し
い
に
つ
け
て
も
、
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
い
の
は
命
で
ご
ざ
い
ま
す

こ
と
で
す
。 

（
二
四
頁
） 

⑤ 

円
地
文
子
『
源
氏
物
語
』
巻
一
（
新
潮
社 

一
九
八
六
） 

 
 
 

今
を
限
り
と
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
死
出
の
道
の
悲
し
さ
、
何
と
か
し
て
生
き
て
い
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
二
三
頁
） 

⑥ 

阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
『
源
氏
物
語
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館 

一
九
九
四
） 

 
 
 

今
は
、
そ
れ
が
定
め
と
お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
死
出
の
道
が
悲
し
く
思
わ
れ
ま
す
に
つ
け
て
、
私
の
行
き
た
い
の
は
生
き
る

道
の
ほ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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（
二
三
頁
） 

⑦ 

瀬
戸
内
寂
聴
『
源
氏
物
語
』
巻
一
（
講
談
社 

一
九
九
七
） 

 
 
 

今
は
も
う
こ
の
世
の
限
り 

 
 
 

あ
な
た
と
別
れ
ひ
と
り
往
く 

 
 
 

死
出
の
旅
路
の
淋
し
さ
に 

 
 
 

も
っ
と
永
ら
え
命
の
限
り 

 
 
 

生
き
て
い
た
い
と
思
う
の
に 

（
一
二
頁
） 

⑧ 

林
望
『
謹
訳 

源
氏
物
語
』
一
（
祥
伝
社 

二
〇
一
〇
） 

 
 
 

し
ょ
せ
ん
限
り
の
あ
る
命
ゆ
え
、
こ
う
し
て
別
れ
て
い
く
、
、
道
の
悲
し
い
に
つ
け
て
も
、
い
き
、
、
た
い
の
は
死
出
の
旅
路
で
は
な
く
て
、

こ
の
命
を
こ
そ
い
き
、
、
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
も
の
を 

（
一
五
頁
） 

⑨ 

中
野
幸
一
『
正
訳 

源
氏
物
語 

本
文
対
照
』
第
一
冊
（
勉
誠
出
版 

二
〇
一
五
） 

 
 
 

今
は
限
り
と
お
別
れ
す
る
死
出
の
道
の
悲
し
さ
に
つ
け
ま
し
て
も
、
私
の
い
き
た
い
の
は
、
行
き
た
い
命
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
一
〇
頁
） 

⑩ 

角
田
光
代
『
源
氏
物
語
』
上
（
河
出
書
房
新
社 

二
〇
一
七
） 

 
 
 

定
め
ら
れ
た
お
別
れ
の
道
を
悲
し
く
思
い
ま
す
、
私
の
行
き
た
い
の
は
こ
の
道
で
は
な
く
、
生
き
て
い
く
道
で
す
の
に
。 

（
一
一
頁
） 
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右
の
十
種
類
の
訳
文
を
読
ん
で
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
に
古
典
文
学
の
翻
訳
は
面
白
い
。
ま
さ
に
十
人
十
色
で
あ
る
。
訳
者
に
よ
っ

て
、
訳
文
の
雰
囲
気
が
違
う
、
セ
ン
ス
が
異
な
る
、
美
し
い
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
る
。
こ
れ
が
本
当
の
翻
訳
で
あ
ろ
う
。
同
じ
原

典
で
も
、
翻
訳
者
に
よ
っ
て
違
う
表
現
は
当
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
外
国
語
で
も
一
首
の
和
歌
と
し
て
も
、
訳
者
に
よ
っ
て
表

現
が
違
う
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
参
考
の
た
め
、
今
ま
で
四
種
し
か
見
え
な
い
英
訳
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
如
何
に
前
掲
し
た
和
歌
を
翻

訳
さ
れ
た
の
か
。
四
種
の
A
、
B
、
C
、
D
と
し
て
の
訳
文
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
も
う
一
度
和
歌
の

原
文
を
挙
げ
て
お
く
。 

 

【
和
歌
】
か
ぎ
り
と
て
別
る
る
道
の
悲
し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
命
な
り
け
り 

（
桐
壺
・
二
三
頁
） 

A
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（A

rthur W
aley

）

訳
（
12
） 

 
 
 
 

Though that desired at last be com
e, because I go alone how

 gladly w
ould I live! 

B
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
（Edw

ard G
.Seidensticker

）

訳
（
13
） 

 
 
 
 

I leave you, to go the road w
e all m

ust go 

        The road I w
ould choose, if only I could, is the other. 

 
 
 
 

C
ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー
（Royall Tyler

）

訳
（
14
） 

 
 
 
 

N
ow

 the end has com
e, and I am

 filled w
ith sorrow

 that our w
ays m

ust part: 

        the path I w
ould rather take is the one that leads to life. 

 
 
 
 

D
デ
ニ
ス
・
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
（D

ennis W
ashburn

）

訳
（
15
） 

 
 
 
 

N
ow

 in deepest sorrow
 as I contem

plate 
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        O
ur diverging roads, this fork w

here w
e m

ust part 

        H
ow

 I long to w
alk for path of living 

 

右
A
、
B
、
C
、
D
の
訳
文
を
見
て
み
る
と
、
同
じ
和
歌
で
も
、
四
種
の
訳
文
は
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
A

は
、
一
行
と
し
て
、
登
場
人
物
の
会
話
の
セ
リ
フ
と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
。
B
は
、
二
行
で
あ
る
。
一
行
は
二
行
よ
り
短
い
。
C
も
二

行
で
あ
る
が
、
一
行
が
二
行
よ
り
長
い
。
D
は
一
行
で
は
な
く
、
二
行
も
で
は
な
く
、
三
行
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
し
た
リ

ズ
ム
が
し
っ
か
り
各
自
の
翻
訳
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
現
代
日
本
語
訳
と
英
訳
か
ら
考
え
て
、
中
国
語
訳
の
場
合
、
日
本
の
和
歌
は
必
ず
し
も
七
言
の
詩
句
を
翻
訳
と
は
言

え
な
い
だ
ろ
う
。
訳
者
の
踏
襲
で
は
な
く
、
も
っ
と
積
極
的
に
原
典
か
ら
翻
訳
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

六 

お
わ
り
に 

  

本
稿
は
、
十
種
類
の
中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
を
取
り
上
げ
て
、
桐
壷
巻
に
お
け
る
「
野
分
」
、
「
籠
物
」
、
「
唐
櫃
」
及
び
一
首
の
「
和

歌
」
を
合
わ
せ
て
、
原
文
と
訳
文
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
古
語
に
対
し
て
、
中
国
語
訳
文
は
適
切
と
は
言
え
な

い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
十
種
類
の
翻
訳
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、
お
互
い
の
訳
文
を
踏
襲
し
て
い
る
表
現
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
十
種

類
の
訳
書
が
あ
る
が
、
実
に
翻
訳
し
た
も
の
は
［
一
豊
訳
］
と
［
二
林
訳
］
で
あ
る
。
だ
が
、［
一
豊
訳
］
は
、
日
本
語
現
代
訳
の
影
響
が

見
え
る
。［
二
林
訳
］
は
古
語
「
野
分
」
を
省
略
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
［
七
葉
訳
］
は
、
最
初
に
自
ら
の
独
自
的
な
翻
訳
が
見
え
る

が
、
和
歌
の
場
合
、
や
は
り
踏
襲
し
た
文
に
な
っ
て
く
る
状
況
が
見
え
る
。
他
の
訳
は
、［
一
豊
訳
］
を
踏
襲
し
て
敷
衍
の
も
の
で
あ
る
こ
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と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
現
代
語
訳
と
英
訳
を
比
べ
て
み
る
と
、
中
国
語
訳
の
実
態
は
、
踏
襲
を
重
ね
る
の
が
激
し
い
。
も
っ
と
正
確

で
本
格
的
な
新
し
い
中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
本
稿
の
論
点
は
中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
訳
者
の
踏
襲
す
る
問
題
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
本
文
に
関
す
る
中
国
語
訳

に
つ
い
て
の
研
究
は
、
以
下
の
代
表
的
な
論
文
を
参
考
い
た
だ
き
た
い
。
①
山
田
利
博
「
豊
子
愷
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
中
国
語

訳
に
つ
い
て
」
『
平
安
文
学
の
交
響
』
（
勉
誠
出
版 

二
〇
一
二
）
。
②
笹
生
美
貴
子
「
豊
子
愷
訳
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
注
釈

態
度―

谷
崎
潤
一
郎
『
源
氏
物
語
』
（
旧
訳
）
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て―

」
『
東
洋
研
究
』
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所 

二

〇
一
七
）
。
十
種
類
の
中
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
訳
者
と
出
版
社
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
で
あ
る
。［
一
豊
訳
］
豊
子
愷
『
源
氏
物

語
』(

上)
(

中)
(

下)

（
人
民
文
学
出
版
社 

二
〇
〇
三
）
、
［
二
林
訳
］
林
文
月
『
源
氏
物
語
』
（
一
）
（
二
）
（
三
）
（
四
）
（
台
湾

洪
範
書
店 

二
〇
〇
〇
）
、［
三
殷
訳
］
殷
志
俊
『
源
氏
物
語
』
上
下
（
遠
方
出
版
社 

一
九
九
六
）
、［
四
梁
訳
］
梁
春
『
源
氏
物

語
』
上
下
（
雲
南
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
二
）
、［
五
姚
訳
］
姚
継
中
『
源
氏
物
語
』（
深
圳
報
業
集
団
出
版
社 

二
〇
〇
六
）
、［
六

鄭
訳
］
鄭
民
欽
『
源
氏
物
語
』
上
下
（
北
京
燕
山
出
版
社 

二
〇
〇
六
）
、［
七
葉
訳
］
葉
渭
渠
・
唐
月
梅
『
源
氏
物
語
』
壹
貳
叁

（
作
家
出
版
社 

二
〇
一
五
）
、
［
八
喬
訳
］
喬
紅
偉
『
源
氏
物
語
』(

上)
(

下)

（
北
方
文
芸
出
版
社 

二
〇
一
六
）
、
［
九
潘
訳
］

潘
蕊
『
源
氏
物
語
』
（
上
）
（
下
）
（
吉
林
大
学
出
版
社 

二
〇
一
六
）
、
［
十
王
訳
］
王
珊
珊
『
源
氏
物
語
』
上
下
（
群
言
出
版
社 

二
〇
一
七
）
。 

（
2
）
張
龍
妹
「
前
言
」
北
京
日
本
学
研
究
中
心
文
学
研
究
室
編
『
世
界
語
境
中
的
《
源
氏
物
語
》
』
（
人
民
文
学
出
版
社 

二
〇
〇
四
）

一
～
三
頁
。 
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（
3
）
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
全
（
中
央
公
論
社 

一
九
八
七
）
八
頁
。 

（
4
）
与
謝
野
晶
子
『
源
氏
物
語
』
（
角
川
文
庫 

二
〇
〇
六
）
一
二
頁
。 

（
5
）
佐
成
謙
太
郎
『
対
訳
源
氏
物
語
』
（
明
治
書
院 

一
九
五
一
）
一
〇
頁
。 

（
6
）
前
（
3
）
同
、
九
頁
。 

（
7
）
前
（
4
）
同
、
一
三
頁
。 

（
8
）
前
（
5
）
同
。 

（
9
）
前
（
3
）
同
、
二
三
頁
。 

（
10
）
前
（
4
）
同
、
二
八
頁
。 

（
11
）
前
（
5
）
同
、
二
八
頁
。 

（
12
）M

urasaki Shikibu, The Tale of G
enji, translated by A

rthur W
aley, 6. Tokyo: Tuttle Publishing, 2010.  

（
13
）M

urasaki Shikibu, The Tale of G
enji, translated by Edw

ard G
. Seidensticker, 6. N

ew
 York: K

nopf, 2006. 

（
14
）M

urasaki Shikibu, The Tale of G
enji, translated by Royall Tyler, 5. N

ew
 York: Penguin, 2003.  

（
15
）M

urasaki Shikibu, The Tale of G
enji, translated by D

ennis W
ashburn, 6. N

ew
 York: N

orton, 2015. 
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The Boom in Chinese Translations of The Tale of Genji, with 

Focus on the Kiritsubo Chapter 

ZHANG Peihua 

The Tale of Genji (Genji monogatari) is among the foremost classics of 

Japanese and world literature. It has been translated into many European 

and Asian languages. In recent years, a variety of new translations of The 

Tale of Genji have appeared in Chinese, more than doubling the number of 

translations found in English. Thanks to the economic development of 

China, the binding and physical quality of Chinese books has improved. But 

what can be said about the quality of the translations that have appeared 

one after another? To answer this, I select ten Chinese translations of The 

Tale of Genji (published by the end of 2018) to elucidate the details of 

situations, including problems in Chinese translations. I focus on the 

Kiritsubo section of these translations. 

 


